
　５．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ ＊ ＊

○
商店街（代表者） ・米国の新大統領就任による影響で、先行きは更に良くな

る。

○
商店街（代表者） ・米国の新大統領就任による影響で株価が上昇し、景気全体

に上昇感がみられる。

○
一般小売店［書店］
（営業担当）

・新年度で受注が活発になり、販売増加が期待される。

○
百貨店（経営企画担
当）

・株高を背景とする高額品需要、春節による外国人の購買意
欲の高まりやバレンタイン催事の好調が見込まれる。

○
スーパー（店員） ・客には買い控えはみられない。寒さのためか鍋物等の食材

やみかん等が順調に売上を伸ばしている。

○
スーパー（店員） ・少しずつ来客数が増加し、購入量も増えているので期待が

持てる。
○ スーパー（総務担当） ・節分の恵方巻きの予約数が、前年をやや上回っている。

○
コンビニ（企画担当） ・規制緩和や経済政策によって働く人が増え人の動きが活発

になれば、便利さを求めるニーズも高まる。東京オリンピッ
クに向けて、インバウンドも増え続ける。

○ 家電量販店（店員） ・景気は底を打ち、じわじわと上昇へ転じている。

○
乗用車販売店（従業
員）

・年度末の決算時期を控え、新型車種の客への浸透も進み、
客足が活発になる。

○
乗用車販売店（販売担
当）

・看板車種がフルモデルチェンジを迎える。主力商品なの
で、今後は販売量が増加する。

○
乗用車販売店（経理担
当）

・既存の車種については相変わらず厳しいが、一部の人気車
種が支えてくれる。

○
その他専門店［雑貨］
（店員）

・異動の時期を迎えるので、物品の購入が増える。

○
その他専門店［貴金
属］（営業担当）

・株価の上昇に伴い資産を蓄えようという動きもみられる。
金相場が上昇しており、金を購入する客もいる。

○
高級レストラン（役
員）

・正月三が日の売上高は前年を上回る盛況で、降雪の影響を
差し引けば、その後も来客数は前年同期を上回る状況が続い
ている。

○
一般レストラン（経営
者）

・職場での異動等、人の動きが増える。

○
一般レストラン（従業
員）

・年度末に向けての追い込みで、土木建築、水道工事関係者
は忙しく、店に来る回数が減ると口にしつつも、飲食を楽し
んでいる。

○

観光型ホテル（経営
者）

・大河ドラマ放送の効果が出始めており、県外からの大口団
体予約が次々と決まりつつある。話題性による一時的なもの
で、どれくらい続くかはわからないが、追い風によって宿泊
客の増加が見込まれる。

○
都市型ホテル（従業
員）

・予約数の動きから先行きはやや良くなる。

○ 旅行代理店（経営者） ・春に向かって先行きに悪い材料もなく、少しは良くなる。

○
旅行代理店（経営者） ・３月ごろには新年度の予定も決まり計画が立てやすくなる

ため、予約数が増える。暖かくなれば外に出かける機会も増
える。

○ 通信会社（営業担当） ・料金よりもサービス面を重視する客が出てきている。

○
美容室（経営者） ・卒業・入学等のイベントが多くなり、それに伴って来客数

が増加する。

○
美容室（経営者） ・２～３か月先は、暖かくなって外出機会も多くなる。パー

マや毛染めをしたり、カットの客も増える。入学式や結婚式
等で着付けの客も増えるため忙しくなる。

○

その他サービス［介護
サービス］（職員）

・働き方改革と残業時間管理の厳格化等により有効求人倍率
は更に上昇する。働く人の意識も変化し、高齢になっても働
き続けるため、高齢者の消費や生活の充足感を満たす消費
は、増加が見込まれる。

○
その他サービス［介護
サービス］（職員）

・春にかけて福祉用具レンタルの出荷量の増加が見込まれ
る。

○
住宅販売会社（従業
員）

・足元の販売ペースはゆっくり推移しているが、３月の期末
に向けて徐々に回復する。

□
商店街（代表者） ・客はついで買いをしない。贈答用の必要な分だけでなく自

家用にも買うようにならないと、販売量や売上高は改善しな
い。

□
商店街（代表者） ・我が国と米国との関係は、良くなるのか悪くなるのかが全

く読めない。

□
商店街（代表者） ・明るい兆しは全くみられない。変わるとしたら悪くなる方

であり、良くなることはない。

家計
動向
関連

(東海)



□
商店街（代表者） ・個人消費が上向きにならなければ、現状維持が精一杯で今

以上は良くならない。

□
一般小売店［結納品］
（経営者）

・良い材料がないため、このままから景気が上向くようには
考えられない。

□
一般小売店［高級精
肉］（企画担当）

・我が国の経済にとって、米国の新大統領就任における影響
がプラスかマイナスかがわからない。

□
一般小売店［土産］
（経営者）

・大きなイベントもなく、当面はあまり現状と変わらない。

□
一般小売店［生花］
（経営者）

・客の様子からも財布のひもは依然として固く、景気が良く
なるとはなかなか思えない。

□

一般小売店［薬局］
（経営者）

・インフルエンザの流行で通院する人が安定的にいるので、
調剤部門の業況はあまり変化しない。一部の企業を除いて景
気は落ち込んだままで、商店街も閉店した店が多く人通りは
まばらである。同じビルのテナントからも、嘆きの声しか聞
かれない。

□
一般小売店［土産］
（経営者）

・プラスの状態で横ばいが続く。

□
一般小売店［酒類］
（経営者）

・１～２月も飲食店では閉店が続き、取引先の５％くらいと
なる。同業者の販売店でも廃業するところが出ている。

□
一般小売店［贈答品］
（経営者）

・客層は二極化しており、全体的にはバランスをして売上は
変わらない。

□
一般小売店［書店］
（経営者）

・以前は、期待を込めて少し良くなると見込んでいたが、政
治や政策には変化がないため、米国でよほどの変化がない限
りこのまま変わらない。

□
一般小売店［果物］
（店員）

・３か月ほどでは今の状況から変わらない。

□
一般小売店［和菓子］
（企画担当）

・世界の情勢も国内の情勢も先行きが見通せない。贈答品や
高額品等の商品に対する影響が大きいため、業況がどうなる
かもわからない。

□

百貨店（企画担当） ・１月は年始の初売りが好天に恵まれ、不調が続いていた衣
料品も回復して前年同月を上回っているが、今後は米国を中
心とした不安定要素が多く、数か月先まで回復傾向が続くと
は思えない。

□
百貨店（経理担当） ・株価がこのまま順調に上昇すれば景気も良くなるが、先行

きは不透明である。

□
百貨店（販売担当） ・バレンタイン商戦の動きは、単価の低い商品が中心で、少

し高めの商品になると前年よりも動きが良くない。

□
百貨店（販売担当） ・米国の新大統領就任による影響で先行きに不透明感があ

る。為替や株価の動き次第でインバウンドや高額所得者の消
費にも影響が出るため、楽観はできない。

□
百貨店（販売担当） ・周辺のオフィスビルの開業等で、引き続き来客数の増加が

見込める。販促施策も控えており悪化する要素はあまりない
が、低単価な傾向は続く。

□
百貨店（計画担当） ・少し高額品に動きが出てきてはいるが、このままの状況が

しばらく続く。

□
スーパー（経営者） ・例年は来客数の多い１月も期待していたほどではなかった

ので、現状維持であれば良い方である。

□

スーパー（経営者） ・米国の新大統領就任による影響で、輸出型企業の動きは慎
重になる。４月ごろは、米国自身が為替相場をドル安に誘導
する可能性があり、そうなれば我が国からの輸出が抑制され
工場の稼働も低下する。中国から米国への輸出も減り、我が
国の経済にもマイナスとなる恐れがある。

□
スーパー（店長） ・自店は好調に推移しているが、取引先の話では、近隣の他

の店はほとんどが前年割れで、前年実績をクリアすればよい
方だという話がある。

□
スーパー（販売促進担
当）

・ここ数年同じような状況が続いている、景気が上向くよう
な大きなテコ入れが必要である。

□
スーパー（支店長） ・米国の状況には不安要因が多いため、あまりムードは良く

ならない。値上げ等が重なれば消費は冷え込む。

□
スーパー（販売担当） ・改装して３か月経過しても売上は微増が続いている。来年

の改装までこの状態が続くと見込んでいる。

□
スーパー（企画・経営
担当）

・恵方巻等の季節商材の売上次第である。地元の自動車工場
の稼働状況にも影響される。

□
スーパー（ブロック
長）

・不透明感の強い米国の新大統領就任による影響次第で円や
株価が大きく動き、景気もその影響を受ける。

□ スーパー（人事担当） ・大きな変化は見受けられない。
□ コンビニ（店長） ・特に良くなる要因も、悪くなる要因も見当たらない。

□
コンビニ（企画担当） ・販売不振の原因が不明なため、当面は現状と同様に悪い状

態が続く。

□
コンビニ（エリア担
当）

・１月のような好調な売上が今後も続く。



□
コンビニ（エリア担
当）

・相変わらず販売施策に対する反応が悪く、上向くようには
感じられない。

□
コンビニ（エリア担
当）

・１月は、前年同月比の実績が12月よりも改善したので、外
部環境変化への対応とキャンペーン等によって現状水準を維
持する。

□ コンビニ（店長） ・前年同期比で来客数の減少傾向が続く。

□
コンビニ（商品開発担
当）

・米国経済の動きに対する様子見が続く。

□
衣料品専門店（経営
者）

・春物のシーズンとなるが、バーゲン期間でも一見客の購入
がなかったので、先行きも販売量が伸びるようには思えな
い。

□
衣料品専門店［紳士服
洋品］（売場担当）

・新入学や新社会人向けのギフト需要が見込める時期とはな
るが、足元の流れからは、確実に業績が回復するような要因
が見受けられない。

□
家電量販店（店員） ・毎日のように米国の新大統領の政策が出ている。我が国へ

の影響がどのように表れるのかわからないが、経済的には確
実に影響が出る。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・我が国の企業への米国の新大統領就任による影響が不透明
なので、先が読みづらい。

□
乗用車販売店（経営
者）

・米国を始め世界情勢に変化が表れ始め、経済的にも不安要
素が多く、自動車業界にも大きな影響がある。２月の日米首
脳会談に注目している。

□
乗用車販売店（経営
者）

・１～３月は決算期で、客には活発な動きが続く。

□
乗用車販売店（経営
者）

・米国情勢は気になるが、足元の消費の堅調さは変わらな
い。

□
乗用車販売店（従業
員）

・新車の販売が好調だが、それ以外の車が伸び悩んでおり、
新車の増販期となる２～３月は一段と厳しくなる。

□
乗用車販売店（従業
員）

・これから春先に向けて変化する要因が思い当たらないた
め、今の状況から変わらない。

□
乗用車販売店（総務担
当）

・米国の新大統領就任による影響で、景気は急激に変わる可
能性があり、２～３か月先も見通しがつかない。

□
住関連専門店（営業担
当）

・住宅や建築工事全体で新築の動きは乏しいが、特別養護老
人施設等の介護関係や保育園の現場が増えている。また、大
規模改修やリフォーム工事も増えている。

□
その他専門店［書籍］
（店員）

・新入学に向けて商材が動く時期となる。文具等の売上は好
調なので、書籍売上の不振をカバーして前年を上回ることを
期待する。

□
一般レストラン［パ
ン・カフェ］（経営
者）

・景気としてはあまり変わらないが、前年並みの売上を維持
するには、イベント等に力を入れる必要がある。

□
一般レストラン（経営
者）

・米国を始め先行きの世界情勢が見通せない。

□
一般レストラン（ス
タッフ）

・相変わらず厳しい状況が続くが、年度末となる３月後半に
かけては、業績向上を目指す。

□
スナック（経営者） ・米国の新大統領就任による影響は大きく、客には株価の動

向や先行きへの不安等の話題が増え、しばらくは様子見とな
りそうである。

□
その他飲食［ワイン輸
入］（経営企画担当）

・求人数は多いようなので、賃金として消費者が得られる金
も多ければ景気としては底堅い。

□
都市型ホテル（経営
者）

・世界的な政情不安が経済にも影響しないか心配である。

□
都市型ホテル（経理担
当）

・来客数が前年並みで推移している。

□
旅行代理店（経営者） ・サービス業では、業績の良い企業と悪い企業との差がます

ます広がり、小規模企業にとっては厳しい時代である。

□
旅行代理店（経営者） ・景気は徐々には上向いていくが、タクシー料金の改定等も

あり一気には回復しない。消費税増税の再延期の影響が出た
り円高になった場合は、企業収益が落ち込む。

□

旅行代理店（従業員） ・米国旅行への米国の新大統領就任における影響や日米首脳
会談の結果等、不安要素があって不透明である。世界情勢に
対する不安で海外旅行や業務渡航が減少すると、業界全体に
も影響する。

□
タクシー運転手 ・寒さが厳しい時期には、寒さを逃れてタクシーを利用する

客が増えるが、暖かくなるとそういう客は減る。

□
タクシー運転手 ・夜の繁華街は、長い間静かな状態が続いているので、２～

３か月で良くなるとは考えられない。まだまだ静かな状況が
続く。

□
タクシー運転手 ・米国のＴＰＰ離脱等、米国の新大統領就任による影響は大

きい。２月の首脳会談等の結果は、我が国の景気を左右する
かもしれず、関心を持って見守っている。



□ タクシー運転手 ・景気が上向く要素が見当たらない。

□
通信会社（企画担当） ・米国の新大統領就任による影響がどう作用するかわからな

い。悪化するようにも感じるが、甚大なダメージとはならな
い。

□
通信会社（サービス担
当）

・４月からは年度替わりに伴う需要で、引き続き新規サービ
スの申込が期待できる。

□
ゴルフ場（企画担当） ・３月の予約数は前年同月と変わらない。３～４月は少し暖

かくなるので今後は予約数も増える。景気としては大きく変
わらないが、業況は少し上向くことを期待する。

□
その他レジャー施設
［鉄道会社］（職員）

・冬から春へ集客企画も変わるが、ダイヤ改正も含めて大き
な変更は予定していない。

□
その他レジャー［ス
ポーツレジャー紙］
（広告担当）

・世界情勢が不透明で、先行きは良くなる可能性も悪くなる
可能性もある。

□
設計事務所（経営者） ・案件数は少なく規模も小さいままで、悪い状況から全く変

化が見込めない。小さな設計事務所としては死活問題であ
る。

□
設計事務所（職員） ・建築業界は政治や経済的な政策の影響が大きい。業界の景

気が盛り上がらない時期が長く続いている。

□
住宅販売会社（従業
員）

・しばらくの間は、状況には変化はない。

□
住宅販売会社（従業
員）

・住宅建築は低迷したままで、回復の兆しが全くない。

□
その他住宅［不動産賃
貸及び売買］（経営
者）

・天候が落ち着いていれば、客の動きは安定する。

▲
商店街（代表者） ・家電製品に関しては通販で購入する客が顕著に増えてきて

いる。地域専門店は今後ますます厳しくなる。

▲
百貨店（売場主任） ・イヤホンをしたままの来店客が多く声をかけにくい。ネッ

トで購入する方が安いからと試しに履くだけの客も多く、店
の売上は厳しくなっている。

▲
百貨店（経理担当） ・米国の新大統領就任による影響や英国のＥＵ離脱問題をめ

ぐる交渉の行方等、先行き不透明感から消費心理は更に冷え
込む。

▲
百貨店（販売促進担
当）

・米国の新大統領の就任前後から下降基調に入った感があ
る。今後はやや悪くなる。

▲
スーパー（販売担当） ・購買意欲を高めるイベントがあまりなく、売上の伸びが見

込めない。

▲
スーパー（商品開発担
当）

・来客数は２か月連続で前年同月を下回っている。客単価や
１品単価は前年並みであるが、来客数が回復しないうちは、
厳しい状況が続く。

▲
コンビニ（店長） ・処分品や特価品の動きは良いが、それ以外は全体的に良く

ないため、低単価傾向がまだまだ続く。

▲

乗用車販売店（従業
員）

・新年度からエコカー減税が厳格化されるため、駆け込み需
要は見込めるが、その後の反動減が懸念される。整備車両の
入庫数は右肩上がりであるが、車両販売の落ち込み分をカ
バーできるかは不透明である。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・米国の新大統領就任による影響や韓国の情勢等、見通しづ
らい部分もあるが、この先はどちらかというと悪くなる。

▲
乗用車販売店（従業
員）

・仕入れ値が高く、この先にも変化する見込みはないため漠
然とした不安を感じる。先行きの見通しは厳しい。

▲
その他専門店［雑貨］
（店員）

・米国の新大統領就任による影響で、消費マインドが冷え込
む。

▲
一般レストラン（経営
者）

・良くなる要素が見当たらない。

▲
その他飲食［仕出し］
（経営者）

・先行きは、米国の新大統領就任による影響次第でどのよう
にでも変わる。

▲
観光型ホテル（販売担
当）

・宿泊者数、宿泊宴会の予約数は、前年同月を上回っている
が、一般宴会が８～12％のマイナスと思わしくないため、先
行きはやや悪くなる。

▲
都市型ホテル（支配
人）

・当地域のホテルは、新規開設で春以降は供給過剰となる。

▲
都市型ホテル（営業担
当）

・製造業を中心に、宿泊需要は不透明である。

▲ 旅行代理店（経営者） ・問い合わせの数は少ないままで推移する。
▲ 通信会社（営業担当） ・当面は、売上の減少が続く。
▲ テーマパーク（職員） ・国内客の動きがみえない。

▲
テーマパーク（職員） ・短期的には台湾からのインバウンドが増えているが、全体

的にみると、先行きはやや減少する。

▲
テーマパーク職員（総
務担当）

・米国の新大統領就任による影響等、海外事情により先行き
が不透明になっているため、消費は落ち込む。



▲ 観光名所（案内係） ・政治情勢が不安定である。

▲
パチンコ店（経営者） ・監督官庁の規制強化や業界全体での薄利多売のため、業界

全体のパイが収縮している。
▲ 理美容室（経営者） ・景気が良くないため、客はあまり金を使わなくなる。

▲
美顔美容室（経営者） ・例年２～３月は来客数が減少するため、販売も難しくな

る。

▲
その他住宅［住宅管
理］（経営者）

・仕事量は増えているが、細かい工事ばかりで内容は良くな
い。同業者に聞いても、発注を受ける際には苦労が多いとの
ことである。

×
衣料品専門店（販売企
画担当）

・問い合わせは入るが、成約に結び付かなかったり時間がか
かることが多い。

× 美容室（経営者） ・地域から若い女性の流出が多い。
× 理容室（経営者） ・地方ではまだまだ景気が良くなるとは思えない。

×
住宅販売会社（経営
者）

・住宅購入者が少しずつ減っており、この先も減少が続く。

◎ ＊ ＊

○
窯業・土石製品製造業
（社員）

・新規開発品を開発し、評価が１か月以内に出る。結果が良
ければ、受注増加につながる。

○
一般機械器具製造業
（経理担当）

・受注量が増加傾向である。

○
電気機械器具製造業
（企画担当）

・海外取引では保護主義的な動きはあるものの、短期的な影
響は限定的である。

○
電気機械器具製造業
（経営者）

・２～３か月先には新商品を出すため、販売増加が期待でき
る。取引先の設備投資の増加も期待している。

○
輸送用機械器具製造業
（デザイン担当）

・受注量の増加や販売先の広がりからみると、景気は良くな
る。

○
輸送業（エリア担当） ・年始で主要荷主を訪問した際、今年は明るい話が多かっ

た。庸車も不足気味となっている。

○
金融業（従業員） ・東京オリンピックの影響なのか、客先では建築業界を中心

に数か月先も順調な仕事量がある。

○
行政書士 ・物流業者では、東京オリンピックの関係で、原材料や部品

等が関東より安く調達できる当地からの貨物の動きが良いと
いう声がある。

○
会計事務所（社会保険
労務士）

・客先ではこの先半年分の受注を確保しているところが多
く、４月の給与改定時には昇給も予定している。

□
食料品製造業（経営企
画担当）

・先行きには不透明なムードがあり、消費マインドは盛り上
がらない。

□
パルプ・紙・紙加工品
製造業（総務担当）

・３月には決算期を迎え、景気は現状を維持しあまり変わら
ない。

□
化学工業（総務秘書） ・あまり悪くなる材料は見受けられない。保護主義的な発言

もあるが、米国の新大統領就任による影響が我が国の経済に
表れるのは、しばらく先のことである。

□
鉄鋼業（経営者） ・メーカーが急激に値上げした後は、２～３か月後に急激な

値下がりが多いため、警戒感が高まり仕入れ等にも影響を与
える。

□
金属製品製造業（経営
者）

・引き合いの動きも横ばいで、このまま変わらなく推移す
る。

□
一般機械器具製造業
（営業担当）

・やや円安で価格競争力はあるが、中米の自動車工場向けの
設備投資計画がどうなるか不透明である。

□
輸送用機械器具製造業
（品質管理担当）

・今後の仕事にも米国の新大統領就任による影響はあるが、
どちらかといえば上向きと見込まれる。

□
輸送用機械器具製造業
（総務経理担当）

・３か月先では、米国の新大統領就任による影響はまだ出な
い。足元でも円高傾向にはあるが、影響が出るとしたらもっ
と先である。

□
建設業（経営者） ・今は大手自動車メーカーの業績に地域経済が支えられ、ま

ずまずの売行きであるが、米国との関係に業績が左右される
可能性が高く、見通しづらい状況である。

□

輸送業（従業員） ・石油製品が値上がりすると、転嫁できない業界・企業は厳
しい経営を強いられ、車を使う旅行やレジャーも低調とな
る。米国の新大統領就任による影響で貿易摩擦の再燃もあ
り、我が国の景気にも影響しそうである。

□ 輸送業（エリア担当） ・荷主はしばらく様子見となる。

□

輸送業（エリア担当） ・爪に火をともすという表現はオーバーだが、消費者はそう
いう生活に慣れてしまっている。日常の出費は減らし、たま
に豪華な消費をしてプラスマイナスゼロとなり、また出費を
抑える日々となる。このような消費行動は変わらず、景気は
横ばいである。

□
通信会社（法人営業担
当）

・現政権の経済施策における姿勢は変わらず、自動車を代表
に米国との通商関係も今より良くなるとは期待できない。実
体経済でも、景気の良さを実感する要素は思い当たらない。

企業
動向
関連

(東海)



□
金融業（法人営業担
当）

・客先の地元自動車部品メーカーの受注状況は前年並みで、
さほど変化は見込まれない。

□
金融業（企画担当） ・株高、円安が定着すれば景気は一層良くなっていくが、状

況次第であり、当面は現状と変わらない景気が続く。

□
不動産業（経営者） ・大きく変化する要因は見当たらない。米国経済の先行きを

様子見する状況である。
□ 不動産業（用地仕入） ・景気を左右するような要因が見当たらない。

□
広告代理店（制作担
当）

・客からの値下げ要求等があり、売上や利益の改善は期待で
きない。

□
新聞販売店［広告］
（店主）

・折込チラシ、新聞購読者数共に、動きは落ち着いている。

□
公認会計士 ・円安による輸入材料の価格上昇等、コストの問題は解決す

る方向にはない。１人ひとりの所得は増えていないにもかか
わらず、人件費等も増加傾向にある。

□
その他サービス業［ソ
フト開発］（社員）

・要員契約は３月末の契約が多く、増員に対応する余裕がな
いためこれ以上の売上貢献もできないため、現状維持となる
見込みである。

□
その他非製造業［ソフ
ト開発］（経営者）

・米国の新大統領就任による影響が読めず、疑心暗鬼の状態
である。世界的にみれば安定して豊かな日本の円が買われる
展開になり、１ドルが100円を下回る円高の可能性もある。

▲
食料品製造業（営業担
当）

・春先は、飲料の購買率は低くなり、足元の受注量からみて
も業況は良くならない。

▲

印刷業（営業担当） ・景気の良い企業と悪い企業との差があまりにも大きく、全
体の平均としては、やや良いという状態である。格差がなく
ならない限り景気が本当に良くなっているとはいえない。身
の回りでは、ほとんどの人にとって景気はあまり良くない。

▲
化学工業（営業） ・ナフサの価格上昇で原材料のポリエチレンが値上げとな

る。

▲
化学工業（人事担当） ・我が国の自動車産業に対する米国の新大統領就任による影

響で、自動車メーカーが多い当地区では、景気の悪化が見込
まれる。

▲
金属製品製造業（従業
員）

・しばらくは材料の値上がりが止まらず、収益を圧迫する。

▲

電気機械器具製造業
（経営者）

・さほど良くもない経済環境のなか、鉄鋼メーカーは、鉄鉱
石の不足や円安等の理由で２月から値上げを実施する。現在
の原料価格で何とか成り立っている仕事は、値上がりにより
受注できなくなる恐れがある。

▲
輸送業（経営者） ・複数の荷主から、米国の新大統領就任による影響で先が見

通せないため、在庫調整に入るとの話が出ている。

▲
会計事務所（職員） ・これ以上の円安は考えにくく円高に向かう可能性もある。

輸出関連企業には影響が懸念される。

×
建設業（経営者） ・我が国は米国の動きに非常に左右されるので、米国が不安

定な状態では、今後も景気が良くなるとはとても思えない。

◎
人材派遣会社（営業担
当）

・来期に向けた人材採用の動きが活発になっている。期初か
ら就業開始の募集案件が多く、求職者もそれに合わせて転職
活動を始めている。

○
民間職業紹介機関（営
業担当）

・企業、転職希望者共に動きが最も活発になる時期であり、
中小企業でも採用決定者数の増加が見込まれる。

□
人材派遣会社（経営企
画）

・特に変動要因はない。

□

人材派遣会社（社員） ・転職市場には、転職回数が多くスキルが低い求職者は多数
存在するが、求人企業が求めるスキルの高い有能な人材は枯
渇しており、マッチングができないため、採用が滞る企業が
増加している。

□

人材派遣会社（営業担
当）

・当地域は自動車関連企業の活況に支えられている。為替変
動や米国の通商政策等の不安要素もあるが、2020年を目途と
した先進運転支援システム等、自動車の進化は加速している
ので、２～３か月先の景況感が大きく後退することはない。
不安要素もあるため、中期的には楽観できない。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・株価や為替には米国の新大統領就任による影響があるが、
先行きにどのような影響が表れるか想定できず、漠然とした
不安が大きい。

□
アウトソーシング企業
（エリア担当）

・この先も採用者を確保できる見込みが立たず、業績は横ば
いである。

□
新聞社［求人広告］
（営業担当）

・景気を左右するような話題もなく、大きな動きにはつなが
らない。

□
職業安定所（所長） ・米国を始めとする海外情勢がどの程度企業運営にも影響す

るか、やや様子見の姿勢が見られる。生産活動を活発化させ
る特段の動きもない。

雇用
関連

(東海)



□

職業安定所（職員） ・有効求人倍率は、４か月連続で前年同月を上回っている。
特に建設、介護並びにサービス業や中小企業では、人手不足
の声が強い。米国の新大統領就任による影響については、不
安の声がよく聞かれる。

□
職業安定所（職員） ・雇用はひっ迫しているが、転職市場を活発にするにはもう

一段の賃金等の改善が必要である。

□
職業安定所（職員） ・新規求職者が減少気味で、あまり採用の動きは活発ではな

い。

□
民間職業紹介機関（窓
口担当）

・若い世代の就業意識が二極化しており、意識の高い層は既
に正社員として就業しており、派遣登録を確保する見込みが
立たない。

□
民間職業紹介機関（支
社長）

・採用計画数を減らす企業はなく、ＩｏＴやＡＩ関連等、
先々の事業変化を見据えての求人が続く。

▲
人材派遣会社（社員） ・１月が良すぎた反動で２月の予約状況は悪い。３月の予約

状況は例年並みとなっている。

▲
人材派遣会社（支店
長）

・企業では派遣人材の雇止めが非常に困難なことや労働契約
法20条との兼ね合い等から、2018年４月までは、派遣需要に
も改正労働契約法と改正労働者派遣法の影響が懸念される。

▲

新聞社［求人広告］
（営業担当）

・有効求人倍率は高水準で安定しているが、求める人材が確
保できず、求人企業では苦悩が続く。人材紹介等に要する費
用が増加して設備投資や待遇改善に割くべき予算を圧迫しか
ねない状況を改善する必要がある。

▲
職業安定所（職員） ・米国の新大統領就任による影響で、我が国の経済もやや悪

くなる。

▲
学校［専門学校］（就
職担当）

・ＩＴ関連やシステム系企業による文系学生の採用が停滞し
ており、前年ほどの勢いがない。

× － －
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